
　　　　 ２０２６年度　長ねぎ　病害虫防除体系 ＪＡ庄内たがわ
 2026年1月7日時点の農薬登録情報をもとに作成
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○
梅
雨 21 予防・治療

○ P02 ☆予防

○ ホ 24・M01 予防・治療

○ 31 予防・治療

〇 〇 U18 ☆予防・治療

○ ○ ホ M01 ☆予防

○ ホ M01 ☆予防

○ ○ ○ へ M03 ☆予防

○ ○ ○ ○ イ・へ 3・M03 予防・治療

○ ○ ○ ○ ○ M05 ☆予防

○ ○ ○ ○ ハ 11 予防・治療

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ハ 11 予防・治療

○ ○ ○ ○ ○ ニ 7 予防・治療

○ ○ ○ ○ ○ ○ ニ 7 予防・治療

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ 1 予防・治療

○ ○ ○ 12 予防

※殺虫剤・殺菌剤は、同系統の薬剤を連用・多用しない。　☆耐性菌がでにくい薬剤 ※除草剤は裏面にあります。→
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トクチオン細粒剤Ｆ １回９kg/10a 定植時 植溝土壌混和

500倍 200ｇ 株元かん注（1ℓ/㎡）
14日前

セイビアーフロアブル20 1000倍 100ml 前日 ３回以内

2 予防・治療 ロブラール水和剤
1000倍 100ｇ ﾎﾞﾄﾘﾁｽ葉枯症に登録あり

14日前
２回以内

株元かん注（1ℓ/㎡）

前日
ニ 7 予防・治療 アフェットフロアブル 2000倍 50ｍｌ

トップジンＭ水和剤 1000倍 100ｇ 7日前 ３回以内

３回以内

※収穫間際の使用は避けること

ランマンフロアブル 2000倍 50ｍｌ 3日前 ４回以内 梅雨時期のべと病対策

メジャーフロアブル 2000倍 50ｍｌ 前日 ３回以内

パレード20フロアブル 2000倍 50ｍｌ 前日 ３回以内

カナメフロアブル（劇） 4000倍 25lm 前日 ４回以内 白絹病、黒腐菌核病は株元散布

アミスター２０フロアブル 2000倍 50ｍｌ 3日前 ４回以内

ジマンダイセン水和剤 600倍 166ｇ 14日前
３回以内 合わせて3回以内

テーク水和剤 600倍 166ｇ 14日前

ダコニール１０００ 1000倍 100ｍｌ 14日前 ３回以内

バリダシン液剤5 500倍 200ml 前日 ２回以内 白絹病は株元散布

コサイド3000 2000倍 50g

スターナ水和剤 2000倍 50ｇ 7日前 ３回以内

カスミンボルドー 1000倍 100ｇ 14日前 ２回以内

- - 薬害軽減にｸﾚﾌﾉﾝ（200倍）加用。野菜類で登録

Zボルドー 500倍 200ｇ 発病前～発病初期 - 高温時薬害注意、野菜類（キャベツを除く）で登録

オリゼメート粒剤 6kg/10a 30日前 ２回以内 土寄せ時 株元散布

トリフミン
　　　　水和剤

①50倍(5～30分間苗根部浸漬) 定植直前

１回
※トリフミン水和剤を使用する場
合、①、②、③のいずれかとする。

苗床かん注（セル成型育苗トレイ1箱又はペー

パーポット1冊(30×60cm、使用土壌約5㍑につき)

②100倍では0.5ﾘｯﾄﾙ/箱・冊
③200倍では1リットル/箱・冊

定植前
○ イ 3 予防・治療
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FRAC
ｺｰﾄﾞ

効果等

※農薬ごとの作用性を分類したものを
「RACｺｰﾄﾞ」という。RACｺｰﾄﾞが同じもの
は、系統の欄に同じ文字を記載している。
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アプロードフロアブル

コテツフロアブル(劇)

H 1B

葉
枯
病

500倍 200ｍｌ 14日前 １回 株元かん注　（１～３ℓ/㎡）

プレバソンフロアブル５ 2000倍 50ｍｌ 3日前 ３回以内

ブロフレアＳＣ 2000倍 50ml 前日 ３回以内

2000倍 50ｍｌ 7日前 ２回以内

アグリメック(劇) 1000倍 100ｍｌ 3日前 ３回以内

ディアナSC 2500倍 40ｍｌ 前日 ２回以内

3日前 ３回以内

プリロッソ粒剤オメガ ６kg/10a 前日 ３回以内 株元散布

ヨーバルフロアブル 2500倍 40ｍｌ 3日前 ３回以内

３回以内
2000倍 50ml 株元かん注　3ℓ/㎡

グレーシア乳剤 2000倍 50ｍｌ 7日前 ２回以内

トクチオン乳剤
1000倍 100ｍｌ

7日前

ハチハチ乳剤(劇) 1000倍 100ｍｌ 7日前 ２回以内

リーフガード顆粒水和剤（劇） 1500倍 66g 7日前

さび病、べと病に登録あり

コルト顆粒水和剤 2000倍 50ｇ 3日前 ３回以内 予防的に使用。食害がある時は他剤を使用する。

アクタラ顆粒水溶剤 1000倍 100ｇ

ダントツ粒剤 ６kg/10a 3日前 ４回以内 株元散布

２回以内

作条土壌混和

30日前 株元散布

ネキリエースK ３kg/10a 30日前 ２回以内 土壌表面株元処理

3A フォース粒剤(劇) ９kg/10a
定植時 １回

１回

１回
かん注
※トリフミン水和剤との混用事例なし

ベストガード粒剤 ６kg/10a 定植時 １回 植溝処理土壌混和

かん注
※トリフミン水和剤との混用事例なし

○ ○ ○ ○
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ベリマークSC

400倍
セル成型育苗トレイ1箱 又は

ペーパーポット1冊(約30×60cm、使用

土壌約1.5～4ﾘｯﾄﾙ)当り0.5ﾘｯﾄﾙ

育苗期後
半～定植

当日
１回

4A
28

ジュリボフロアブル

200倍
セル成型育苗トレイ1箱 又は

ペーパーポット1冊(約30×60cm、使用

土壌約1.5～4ﾘｯﾄﾙ)当り0.5ﾘｯﾄﾙ

育苗期後
半～定植

当日

○ ○ M
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系統 IRACｺｰﾄﾞ

※農薬ごとの作用性を分類したものを
「RACｺｰﾄﾞ」という。RACｺｰﾄﾞが同じもの
は、系統の欄に同じ文字を記載している。
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